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広報

1週間の大成長記
NPO 法人南陵塾が毎年開
催している通学合宿。今年
は７月５日から11日までの
１週間にかけて行われ、町
内各小学校から35人（過
去最多！）の児童が参加し
ました。ホームシックと戦い
ながら掃除、洗濯、炊事や
そのほかさまざまな体験学
習をしたこの１週間は、子ど
もたちにとって、長いようで
短く、そして何より、大きな
成長を遂げた１週間となっ
たことでしょう。
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　７月の風物詩「七夕飾
り」。今年も町立保育所の
園児たちが一生懸命に手
作りした七夕飾りが、ま
ちを明るく彩りました。

　７月３日、園児たちは七夕飾りを贈った役
場や中央公民館、鞍寿の里を訪問し、出会っ
た人に元気にあいさつ。短冊に書いた願いが
叶うといいですね。

七夕に願いを込めて
▶町立保育園児から七夕飾りの贈りもの

まちの話題 My Town Topics
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　７月４日から５日にかけて、宗像市にある少年自然の家
「玄海の家」で、子ども会野外生活リーダー研修が行われ
ました。今年は町内の小学４年生から６年生のうち 62 人
が参加。８グループに分かれリーダーとしての資質を向
上させながら２日間にわたり、野外調理、海岸の清掃、子
どもフェスタの企画会議などのプログラムに取り組みま
した。８月 30 日に行われる子どもフェスタではこの中か
ら 28 人の子どもたちが実行委員として活躍します。これ
からも地域のリーダーとしての頑張りを期待しています。

　垰岡昌秀さん（新北・75 歳）が警察
庁長官及び全国少年警察ボランティア
協会から、少年補導功労者表彰を受けま
した。これは、長年にわたって少年の非
行防止に尽力し、健全育成に貢献された

ことが評価されたものです。垰岡さんは「次世代を担う子
どもたちが心豊かにたくましく育ち、非行のない明るい社
会になることを願って、これからも青少年の非行防止、健
全育成に努めていきたい」と熱く語ってくれました。

受け継がれるリーダーの資質
▶子ども会野外生活リーダー研修

青少年の非行防止に貢献
▶垰岡昌秀さんに警察庁長官から表彰状

　すべての人が、人は皆それぞれに違いがあるというこ
とを理解したうえで、一人ひとりの長所を素直に認め合
うことができたなら、それこそがすべての差別解放の第
一歩になるのではないだろうか。大分県九重町在住・在
勤の９人のそんな思いから結成された「ハート降るここ
のえ」が、７月 21 日、中央公民館で同和問題啓発強調月
間講演会を行い、会場には 100 人を超える来場者が詰め
かけました。講演会では、日常生活で出会った心温まる
エピソードや人権をテーマにしたオリジナル曲などが披
露され、その柔らかい語り口や優しい歌声に包まれなが
ら同和問題について真剣に考え、自分自身の心と素直に
向き合える時間となりました。

心温まる話を伝えたい
▶同和問題啓発強調月間に合わせ中央公民館で講演会
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　毎年恒例の町内小学生による大豆の種まき。梅雨の晴れ間となっ
た７月 15 日、今年も西川小学校、古月小学校の３年生が大豆の
種まきに挑戦しました。今年で 10 年目を迎えるこの事業は、食
育の活動に取り組む鞍手町農業女性の会の皆さんの協力のもと行
われているものです。児童たちは女性の会の皆さんから指導を受
けながら手際よく種をまき、土を被せていました。これから８月
には紫色の花を咲かせ、10 月には枝豆を収穫し販売を行う予定で
す。また、児童たちは大豆を使った豆腐作りや味噌汁作りなどに
も挑戦し、大豆を通して様々なことを学んでいきます。

食育体験は大豆の種まきから
▶西川小学校と古月小学校の３年生が大豆種まきにチャレンジ

　７月は社会を明るくする運動強調月間です。７月 10 日、町の
保護司会の皆さんが役場庁舎前で出発式を行い、広報車で巡回啓
発活動を行いました。この運動は、全国一斉に行われ、犯罪の防
止と罪を犯した人たちの更生について理解を深めていただくもの
です。私たち鞍手町に住む一人ひとりが、自らの問題として犯罪・
非行防止に積極的に取り組み、大人も子どもも夢や希望を持ち、
支えあって生きる明るい地域づくりを目指しましょう。

社会を明るくする運動啓発活動
▶ふれあいと対話が築く明るい社会

すくすく日記

紫
し む ら

村凰
こ う は

羽くん
平成25年８月21日生まれ
2 歳のお誕生日おめでとう�
元気いっぱい笑顔いっぱいで
みんなを幸せにしてくれてあ
りがとう。すくすく大きくなる
凰羽が大好きだよ�（父　光弘
さん・母　恵美さん・新延）

内
う ち う み

海望
の い

威くん
平成26年８月22日生まれ
ノイ君、１歳のお誕生日おめ
でとう�たれ目さんで大きな
泣き声で…全部がかわいいよ
♡今はたっちの練習中�お姉
ちゃんと手を繋いで歩くのが
楽しみだね�（父　崇さん・母
京子さん・中山）

香
か つ き

月日
ひ よ り

和ちゃん
平成26年８月15日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう�
食欲旺盛でよく寝る日和。和
お姉ちゃんとは大の仲良しで、
お姉ちゃんにあやされると１
番嬉しい日和（＾＾）　これか
らも笑顔の素敵な元気な日和
でいてね♡（父　雄次さん・母
絵里加さん・木月）

松
ま つ お

尾昂
こ う せ い

星くん
平成24年８月７日生まれ
３歳のお誕生日おめでとう�
元気過ぎるぐらいに伸び伸び
と育ってくれて嬉しいです。こ
れからも笑顔で元気に周りを
楽しませてね�（父　裕也さ
ん・母　理恵さん・小牧）

８月生まれ Happy birthday to you.

　広報「すくすく日記」の
コーナーでは、発行月
に誕生日を迎える満
３歳までのちびっ子
を募集しています。９
月生まれは、８月10
日（月）までにお申し
込みください。申し込
みや申込方法に関す
るお問い合わせは、役
場政策推進課☎４２
局２１１１番まで。

▼
お待ちしています

　まちづくりの考え方や今後取り組むべき施策を示した、まちの基本となる計画が総合計
画。町では、平成 19 年３月に策定した「第４次鞍手町総合計画」が平成 27 年度で目標
年次を迎えるため、時代の流れや求められる地方自治の姿を踏まえながら、新たな総合計
画を策定することとしています。また、国が「しごと」と「ひと」の好循環作りと好循環
を支える「まち」の活性化を目標とする「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し
たことを受け、町においても、住民一人ひとりが夢や希望を持って安心して暮らせるよう、
目指すべき将来の方向性や方策を示した総合戦略を策定することとしています。
　６月 25 日、第１回鞍手町総合計画審議会と第１回鞍手町まち・ひと・しごと創生総合
戦略推進委員会を開催し、総合計画、総合戦略ともに策定に向けて動き始めました。詳
しい審議の内容などは、今後ホームページや広報でお知らせしていきます。

未来に向けた新しいまちづくり
▶第５次総合計画、まち・ひと・しごと創生総合戦略策定に向けて始動

【写真】㊧総合計画審議会会長に選
出された小川和男さん（区長会会長）
／㊨総合戦略推進委員会委員長に選
出された山本華世さん（メディア関
係者として委員に選出。総合戦略推
進委員会では、産業界や大学等の高
等教育機関、金融機関など幅広い分
野の人材を委員に迎えている）



の
ご
家
庭
に
あ
る
古
い
ア
ル
バ
ム
の

中
な
ど
に
、
こ
の
よ
う
な
写
真
が
あ

る
場
合
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
歴
史
民

俗
博
物
館
☎
４
２
局
３
２
０
０

番
ま
で
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

鞍
手
町
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、

今
年
の
秋
に
企
画
展
「
あ
の
頃
、
こ

の
頃　

写
真
で
見
る
昭
和
の
記
録

～
昭
和
30
年
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
企
画
展
で
は
昭
和
30
年
代
か

ら
昭
和
40
年
代
の
風
景
や
く
ら
し

の
様
子
な
ど
の
写
真
の
展
示
を
予

定
し
て
お
り
、
現
在
写
真
を
集
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
し
皆
さ
ん

昭
和
30
年
代・40
年
代
の

写
真
を
集
め
て
い
ま
す

●
鞍
手
町
歴
史
民
俗
博
物
館

鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議

会
と
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
く
ら
て

２
０
１
５
を
開
催
し
ま
す
。
今
年

も
子
ど
も
の
実
行
委
員
が
ユ
ニ
ー

ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

●
と
き　

８
月
30
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

カ
レ
ー
・
焼
き
そ
ば
・

か
き
氷
販
売
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
、
宝
探
し
、
体
力
測
定
＆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
、
お
ば
け
屋
敷
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学

習
係
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

く
ら
て
２
０
１
５
に

行
こ
う
�

●
鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

鞍
手
町
で
ぶ
ど
う
狩
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
直
鞍
農
業
協
同
組
合
営
農
セ
ン
タ
ー

求
む
。
力
作
。
自
信
作
。

鞍
手
美
術
展
の

出
品
作
品
を

募
集
し
ま
す

●
鞍
手
美
術
協
会

第
57
回
鞍
手
美
術
展
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
鞍
手
美
術

協
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
期
間　

10
月
16
日
（
金
）

か
ら
18
日
（
日
）
ま
で

●
開
催
場
所　

町
立
体
育
館

●
募
集
作
品　

▽
一
般
の
部
（
高

校
生
を
含
む
）
＝
絵
画
、
書
道

、
写
真
、
服
飾
工
芸
、
彫
刻
工

芸
、
陶
芸
、
生
花
▽
小
中
学
生

の
作
品
＝
な
ん
で
も
出
品
で
き

ま
す

●
応
募
の
決
ま
り　

▽
絵
画
＝
洋

画
は
必
ず
額
縁
に
入
れ
る
▽
書

道
＝
本
表
装
ま
た
は
仮
巻
（
裏

打
ち
）
を
す
る
▽
写
真
＝
四
つ

切
り
大
以
上
を
台
紙
に
は
る
か

額
縁
に
入
れ
る

●
出
品
料　

１
部
門
に
つ
き
千
円

●
申
込
期
間　

９
月
１
日
（
火
）

か
ら
９
月
18
日（
金
）ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）。
時
間
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

開
催
要
項
や
、
出
品
票
は
９

月
１
日
（
火
）
か
ら
中
央
公
民

館
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
美
術
協
会
事
務
局

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま
で

ま
ぶ
た
を
と
じ
て

心
で
聴
く

朗
読
会
へ
ど
う
ぞ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

朗
読
サ
ー
ク
ル「
こ
だ
ま
の
会
」

で
は
、
次
の
と
お
り
第
16
回
朗
読

発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。今
年
も
た

く
さ
ん
の
作
品
を
朗
読
し
ま
す
。お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ど
う
ぞ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
12
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
朗
読
す
る
作
品　

港
町
の
老
夫

婦
（
作
＝
椋
鳩
十
）、
で
ん
で

ん
む
し
の
か
な
し
み
（
作
＝
新

美
南
吉
）、
清
兵
衛
と
瓢
箪
（
作

＝
志
賀
直
哉
）、
な
ど

●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

松
浦
み
ち
子
☎

４
２
局
７
８
７
５
番
ま
で

直
鞍
農
業
協
同
組
合
で
は
、
多
く
の
人
に
鞍
手
の

ぶ
ど
う
の
美
味
し
さ
を
知
り
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
次
の
と
お
り
ぶ
ど
う
狩
り
体
験
を
開

催
し
ま
す
。
収
穫
し
た
ぶ
ど
う
は
、１
キ
ロ
グ
ラ
ム（
２

房
か
ら
３
房
）
あ
た
り
千
円
程
度
で
持
ち
帰
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
飲
み
物
や
試
食
用
の
ぶ
ど
う

も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

（
参
加
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）。

●
と
き　

８
月
22
日
（
土
）、
25
日
（
火
）。
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
１
時
20
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
研
修
室
（
集
合
後
に
体
験

農
園
ま
で
案
内
し
ま
す
）

●
申
込
方
法　

８
月
３
日
（
月
）
か
ら
10
日
（
月
）

ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

●
募
集
定
員　

各
10
世
帯
程
度
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

直
鞍
農
業
協
同
組
合

営
農
セ
ン
タ
ー
☎
３
２
局
３
７
５
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

３
２
局
３
５
８
０
番
ま
で
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Relay Essay

４
年
前
の
３
月
11
日
、
あ
の
東
日
本
大

震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
私
は
、
職
場
の

テ
レ
ビ
で
目
に
飛
び
込
む
映
像
を
息
を

飲
ん
で
見
続
け
ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
、

私
は
被
災
地
で
あ
る
福
島
県
に
支
援
活

動
と
し
て
向
い
ま
し
た
。
車
は
家
に
突
き

刺
さ
り
、
家
は
崩
壊
。
テ
レ
ビ
で
見
た
衝

言
葉
を
口
に
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

言
葉
は
、「
い
く
ら
ど
ん
底
に
落
ち
て
も
、

人
は
強
く
、
ど
こ
か
ら
で
も
這
い
上
が
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
私
は
何
度

で
も
壁
に
ぶ
ち
当
た
る
度
に
、
こ
の
困
難

は
自
分
を
強
く
し
て
く
れ
て
い
る
と
前

は
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
鞍
手

町
は
な
ん
と
い
っ
て
も
人
が
温
か
く
、
住

み
よ
い
街
で
す
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
長

男
は
今
で
は
３
歳
、
鞍
手
町
で
産
ま
れ
た

次
男
も
１
歳
に
成
長
し
ま
し
た
。
こ
の
子

た
ち
に
と
っ
て
は
、
も
ち
ろ
ん
鞍
手
町
が

故
郷
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
も
今
で
は
、

撃
の
光
景
と
現
実
が
一
致
し
、
体
の
震
え

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

活
動
を
始
め
て
数
日
た
っ
た
あ
る
日
の

こ
と
で
す
。
あ
る
１
人
の
地
元
住
民
の
女

性
が
私
に
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
お
疲

れ
様
で
す
。」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し

た
。
果
た
し
て
こ
の
状
況
下
で
私
が
そ
の

向
き
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
３
年
前
、
こ
の
鞍
手
町
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い

鞍
手
町
に
不
安
と
期
待
を
抱
き
な
が
ら

鞍
手
町
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
私
た
ち
家
族
を
鞍
手
町
の
皆
さ
ん

鞍
手
町
が
第
２
の
故
郷
に
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
の
時
の
被
災
地
で
の
経
験
を
次
世

代
を
担
う
鞍
手
町
の
子
ど
も
た
ち
に
広

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
太
治
さ
ん
（
新
北
・
33
歳
）
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
棒針で透かし模様の
セーターと、かぎ針で
松葉模様のカーディガ
ンのアンサンブルを編
みました。

奈木野ツヤ子さん
（い牟田区）

権藤よし子さん
（新北）俳句

芦屋の海岸に
浜
は ま ゆ う

木綿の群落を見
た。夏潮にサーフィ
ンやビキニの若者
でにぎわう中、浜
木綿は香りのよい
白花を咲かせ、磯
伝いに静けさを漂
わせていた。

風
白
し  

ど
こ
か
寂
し
き  

浜は

ま

お

も

と

万
年
青

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
で
は
、
鞍
手

町
に
男
女
共
同
参
画
が
根
付
く
よ
う
に
行
政
と

協
働
し
て
研
修
会
や
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
第
２
回
企
画
「
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き　

８
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
内
容　
「
恋
す
る
ト
マ
ト
」（
主
演
＝
大
地
康

夫
）

●
問
い
合
わ
せ　

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
代
表

小
島
美
智
子
☎
４
２
局
５
２
１
４
番
ま
で

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

第
２
回
企
画
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
」

●
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

創
部
以
来
初
の
快
挙
�

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
で

優
勝
→
県
大
会
出
場
決
定

●
剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

女
子
チ
ー
ム
は
、
７
月
５
日
に
小
竹
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
31
回
福
岡
県

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
交
歓

大
会
・
直
鞍
遠

中
地
区
予
選
に

出
場
し
、
ス
ピ

ー
ド
を
生
か
し

た
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
プ
レ
ー

と
強
い
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
チ
ー
ム
は
創
部
以
来

初
め
て
の
県
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
。
監

督
陣
、
選
手
、
保
護
者
一
丸
と
な
っ
て
８

月
に
行
わ
れ
る
県
大
会
に
臨
み
ま
す
。

な
お
、
剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
で
は
次
の
と
お
り
男
女
ク
ラ
ブ

員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
日　

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日
の

午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
（
剣
北
小

学
校
体
育
館
）
及
び
、
毎
週
土
曜
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で（
町

民
体
育
館
）

●
問
い
合
わ
せ　

剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
代
表
・
上
野
深
雪
☎

（
０
９
０
）
７
４
７
５
局
３
８
２
８
番

ま
で
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／８月の休館日は、５日（水）です／母と子の図書室は９月１日～ 30 日まで改修工事のため休館します
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

僕は絶対に故郷を思って泣くこ
とはしないと自分に誓った。だか
らそんな時は小声で、「ちゃんぽ
ん食べたかっ！」と叫んだ。涙
と笑いの自伝的青春小説。大志
を抱いた少年は夢に破れて何
になる？

ちゃんぽん食べたかっ！
作＝さだ　まさし

● 一般の本

／マインド（作＝今野　敏）／ヒポクラテスの誓い
（作＝中山七里）／透明カメレオン（作＝道尾秀介）
／森に願いを（作＝乾　ルカ）／フランス人は 10
着しか服を持たない（作＝ジェニファー・L・スコッ
ト）

● 子どもの本

／おまつりやさん（作＝飯野　由希代）／むしとり
にいこうよ（作＝はた　こうしろう）／あした花に
なる（作＝いもと　ようこ）／うみへいく　ピン・
ポン・バス（作＝竹下文子）／かいけつゾロリのク
イズ王（作＝原　ゆたか）

「
あ

な
た
の
足

に
痛
い
と

こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
」「
痛
く

て
も
仕
方
な
い
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
」「
ど

の
靴
を
は
い
て
も
合
わ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
」「
歩
く
と
、立

っ
て
い
る
と
疲
れ
ま
せ

ん
か
？
」
と
始
ま
る
著

者
の
言
葉
に
興
味
を
持

ち
、
ペ
ー
ジ
を
開
い
て

い
く
と
、
今
ま
で
い
か

に
自
分
が
間
違
っ
た
靴

の
選
び
方
を
し
て
い
た

か
、
そ
し
て
足
に
合
う

正
し
い
靴
の
選
び
方
の

大
切
さ
が
理
解
出
来
ま

し
た
。
今
ま
で
ど
ん
な

靴
に
も
満
足
出
来
な
か

っ
た
私
が
一
気
に
読
み

上
げ
た
一
冊
で
す
。

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
松
下
の
り
子
さ
ん
（
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

そらまめくんの宝物のベッドが、さ
いきん、前よりもぺちゃっとして元
気がありません。「どうしよう�」
かなしむそらまめくんへ、えだま
めくんが『わたのき』のことを
おしえてくれました。あたらし
いベッドをさがして大冒険！さ
て、どんな冒険になるでしょう。

そらまめくんのあたらしいベッド
作＝なかや　みわ

あ
し
た
花
に
な
る

作
＝
い
も
と
　
よ
う
こ

か
ま
き
り
は
狩

り
の
名
人
で

す
。
大
き
な

カ
マ
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
獲
物
を
と
ら
え
ま

す
。
中
で
も
乱
暴
者
の

マ
ン
テ
ィ
ス
は
一
番
の

腕
で
し
た
。
そ
ん
な
マ

ン
テ
ィ
ス
が
恋
を
し
ま

し
た
。
美
し
い
蘭
の
花

に
魅
了
さ
れ
祈
り
ま
し

た
。か
み
さ
ま
、こ
れ
か

ら
は
決
し
て
こ
の
カ
マ

を
使
い
ま
せ
ん
、
だ
か

ら
お
願
い
で
す
。
私
の

体
を
あ
の
花
に
似
合
う

体
に
し
て
下
さ
い
。
お

願
い
で
す
。
お
願
い
で

す
。
一
億
年
の
時
を
超

え
て
祈
り
続
け
ま
す
。

さ
て
、
マ
ン
テ
ィ
ス
は

ど
の
様
に
、
そ
し
て
願

い
は
叶
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

足
の
ト
ラ
ブ
ル
は

靴
で
治
そ
う

作
＝
塩
之
谷
　
香

今月新しく入りました。

広
が
る
本
だ
な

※７月の新刊は、３日（月）からの貸出となります。
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Health吉村薬剤科長の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
有
効
性
や
安
全
性
に
お
い
て
、
新
薬
と
同
等
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
薬
で
す
。
新
薬
よ
り
も
安
価
で
あ
る
た
め
、
医
療
費

節
減
と
い
う
国
の
課
題
解
決
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

吉
村
昌
克
さ
ん
・
よ
し
む
ら
ま
さ
か
つ
・
昭
和
61
年
福
岡
大
学
薬
学
部
卒
業
。
昭
和
62
年
鞍
手
町
立
病
院
勤
務
。
平
成
27
年
４
月
よ
り
、
く
ら
て
病
院
薬
剤
科
長
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

薬
局
で
薬
を
も
ら
う
と
き
に
、「
今
回
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
わ
り
ま
す
。」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？（
61
歳
・
女
性
）

て
い
ま
す
。こ
の
他
に
も
溶
出
試

験
や
安
定
性
試
験
な
ど
が
行
わ

れ
、有
効
性
や
安
全
性
、品
質
に

つ
い
て
国
の
審
査
で
認
め
ら
れ

て
い
る
薬
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
大
き

な
特
徴
と
し
て
、「
低
価
格
」「
改

良
製
剤
」
と
い
う
２
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

研
究
開
発
や
審
査
等
の
各
種
手

続
き
な
ど
に
か
か
る
開
発
コ
ス
ト

を
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
国
が
価
格

を
新
薬
の
約
２
～
７
割
に
設
定
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、医
療
機
関

窓
口
で
支
払
う
負
担
金
の
う
ち
、

薬
代
が
安
く
抑
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
形
や
色
、
大
き
さ
、
服

用
性
、
使
用
感
な
ど
新
薬
の
発
売

後
に
開
発
さ
れ
た
新
し
い
技
術
を

用
い
て
工
夫
を
施
し
て
い
る
も
の

や
、
服
用
者
の
「
こ
う
だ
っ
た
ら

い
い
の
に
」
と
い
う
声
を
集
め
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た

後
、
別
の
メ
ー
カ
ー
が
同
じ
有
効

成
分
で
開
発
し
た
医
薬
品
の
こ
と

で
す
。
後
発
医
薬
品
と
い
う
言
い

方
も
あ
り
ま
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
が

良
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
で
は
あ
ま
り
使

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新

薬
と
同
じ
有
効
成
分
で
作
ら
れ
、

ど
れ
く
ら
い
の
速
さ
で
一
定
量

の
薬
の
成
分
が
血
液
中
に
入
っ

て
い
く
か
を
調
べ
る
生
物
学
的

同
等
性
試
験
に
お
い
て
、新
薬
と

同
等
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

改
良
さ
れ
た
も
の
が
多
く
出
て
き

て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
す
す
む
日
本
で

は
、
年
々
増
大
す
る
医
療
費
の
節

減
が
緊
急
の
課
題
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
窓
口
負
担
金
の
軽
減
や
健
康

保
険
組
合
の
財
政
健
全
化
な
ど

医
療
費
適
正
化
に
も
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
の
課
題
解
決
に
も

新
薬
と
同
等
の

有
効
性
・
安
全
性

新
薬
と
比
較
す
る
と
…

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

新薬→ジェネリック医薬品改良例
Before After

●粉薬で飲みにくい…、入れ歯に挟まってしまう…
　→水を含むと「ふわっ」と溶ける錠剤に
●味が苦い…
　→苦味をなくす添加物を混合
●カプセル剤で、のどを通りにくい…
　→飲みやすい錠剤に
●小さすぎて扱いにくい…、大きすぎてのどを通りにくい…
　→扱いやすく飲みやすい、適度な大きさの薬に

ジェネリック医薬品希望カード

表

裏
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

　８月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は
通知（案内）書をご確認ください

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・
栄養相談など

区　分 期　日 対 象 児

４か月健診 ８月11日㈫ 平成 27 年 3 月 15 日から
平成 27 年 4 月 20 日生まれ

７か月健診
８月20日㈭

平成 26 年 12 月 26 日から
平成 27 年 1 月 22 日生まれ

12 か月健診 平成 26 年 8 月 1 日から
平成 26 年 8 月 31 日生まれ

１歳半健診
８月 6日㈭

平成 26 年 1 月 3 日から
平成 26 年 2 月 6 日生まれ

３歳児健診 平成 24 年 7 月 3 日から
平成 24 年 8 月 6 日生まれ

乳幼児相談 ８月26日㈬ 平成 27 年 5 月 24 日から
平成 27 年 6 月 27 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

乳幼児健診・相談

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付
を受けましょう。妊娠中の生活や制度などについ
て保健師が説明します。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分
まで。必ず妊婦本人がお越しく
ださい

● ところ　総合福祉セン
ター保健棟

● 必要なもの　妊娠届出書
（ある人のみ）

母子健康手帳の交付

鞍手町認知症サポーターになろう�

施設健診（個別健診）のご案内
特定健診は医療機関でも受診できます。生活習

慣病予防のためにも年に 1度は必ず健診を受けま
しょう。特定健診は鞍手町国民健康保険に加入し
ている 40 歳以上 75 歳未満の人が対象です。
● ところ　かかりつけの医療機関
● 申込方法　「特定健診受診券」を送付しますの
で、役場保険健康課健康増進係までお申し込み
ください

認知症サポーターとは、認知症について正しく理
解し、偏見を持たず、認知症の人や家族に対して温
かい目で見守る応援者です。町では、次のとおり「安
心して徘徊できるまちづくり」を目指して、次世代
を担う小中学生を対象とした認知症についての勉強
会を開催します。勉強会の後には、食生活改善推進
会の皆さんが作る、バランスの良い昼食を食べるこ
ともできますので、ぜひご参加ください。
● とき　８月 26 日（水）午前 10 時 30 分から午後
０時 30 分まで（昼食時間含む）

● ところ　総合福祉センター
● 対象　小学４年生から中学生
まで。親子での参加も大歓
迎です

● 申し込み　総合福祉セン
ターまで

予防接種とは、ワクチンを接種して感染症が流
行するのを防いだり、病気にかからないように、
またかかっても重症にならないようにするための
ものです。麻しん（はしか）・風しんの予防接種
を次のとおり対象となる人に通知しています。期
限を過ぎると実費（有料）での接種となりますの
で、早めに予防接種を受けましょう。
● １期対象者　１歳から２歳未満。
期限は２歳の誕生日前日

● ２期対象者　平成 21 年４月
２日から平成 22 年４月１
日までに生まれた人。期
限は平成 28 年３月 31 日

予防接種を受けましょう�
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SupportCOMMENT
国民年金からの

お知らせです
  年金の

そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

◈制度の対象となる所得の基準

◈申請方法

①免除（全額免除・一部免除）制度

②若年者納付猶予制度

　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合に保険料が全額または一部免除されます。
なお、一部免除の場合は減額された保険料を納めなければ「未納」期間扱いになります。

　30 歳未満の人で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に保険料の納付が猶予されます。

　前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること。

　平成 27 年度の免除・納付猶予の申請は、７月１日から受付を開始しており、平成 27 年７月分から平成
28 年６月分までの期間を対象として審査が行われます。
　年金手帳、印かんをお持ちのうえ、役場保険健康課国保年金係または直方年金事務所（☎２２局
０８９１番）など最寄りの年金事務所で申請してください。
※失業特例により、前年度までに失業した人の所得額を失業後の期間は０として審査することができます。
　特例に該当する場合は、「離職票」または「雇用保険受給資格者証」などの写しが必要です。

　日本年金機構や年金事務所などの職員をかたり、口座番号を聞き出そうとするものや、「流出した個人情報を削除する」と
持ちかけてくるものが現れています。日本年金機構から年金情報流出について電話やメールで連絡することはありません。
また、お金やキャッシュカードを要求したり、ATM での操作をお願いすることもありません。不審な電話や訪問があったと
きや年金情報流出についてのお問い合わせは、日本年金機構専用電話☎（０１２０）８１８局２１１番までお願いします。

区分 計算式
全額免除・納付猶予 （扶養親族等の数＋１） × 35 万円 ＋ 22 万円

3/4 免除 78 万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等
半額免除 118 万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等
1/4 免除 158 万円 ＋ 扶養親族等控除額 ＋ 社会保険料控除額等

国民年金保険料免除・納付猶予制度
― ご存知ですか？ ―

　国民年金第１号の被保険者は、毎月の保険料を納める必要があります。もしも収入の減少や失業等によっ
て保険料を納めることが困難になった場合、保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）
や障害、死亡といった不測の事態が生じたときに「障害年金」、「遺族年金」を受け取ることができない場
合があります。
　そのような状況を防ぐため、被保険者本人が申請することで保険料が「免除」または「猶予」される制
度があります。

「年金情報流出」を口実とした犯罪にご注意ください�
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今
月
の
納
税
（
８
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
２
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
３

期
分

納
期
限
は
８
月
25
日
（
火
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
８
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
２
期
分

納
期
限
は
８
月
25
日
（
火
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め

る
町
税
は
、
口

座
振
替
に
す
る

と
金
融
機
関
へ

行
く
手
間
が
い

ら
ず
、
納
め
忘

れ
も
な
く
て
安

心
で
す
。
毎
月
15
日
ま
で
に

手
続
き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら

口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
町
内
の
金
融
機
関

や
役
場
税
務
住
民
課
に
あ
り

ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

自
営
業
者
の
皆
さ
ん

個
人
事
業
税
の

納
期
限
は
８
月
31
日
で
す

個
人
事
業
税
は
、
住
み
よ

い
街
づ
く
り
、
郷
土
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
重
要
で
す
。

平
成
27
年
度
は
８
月
31
日

（
月
）
が
納
期
限
と
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
個
人
事
業
税
の

納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
利

用
で
き
ま
す
。
振
替
開
始
は
、

手
続
き
を
し
た
月
の
翌
々
月

か
ら
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

課
税
第
一
課
事
業
税
係

☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局

４
９
０
３
番
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

８
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
８
月
７
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
８
月
20
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
８
月
26
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
小

倉
補
聴
器
）

役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
８
月
６
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

８
月
25
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
８
月
27
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

身
体
障
が
い
者
の

巡
回
相
談
に
つ
い
て

身
体
に
障
が

い
を
持
っ
て
い

る
人
を
対
象
に

次
の
と
お
り
、

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
15
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時

30
分
ま
で
、
午
後
１
時
か

ら
２
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
マ
リ
ー
ホ
ー
ル

宮
田
（
宮
若
市
宮
田
２
９

番
地
１
）

●
相
談
内
容
　
肢
体
不
自
由

の
補
装
具
費
の
新
規
支
給
・

再
支
給
・
修
理
の
要
否
判

定
、
処
方
及
び
適
合
判
定
。

た
だ
し
、
電
動
車
い
す
、

重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達

装
置
に
つ
い
て
は
相
談
の

み
で
判
定
は
行
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
座
位
保
持
装
置
、

車
い
す
に
つ
い
て
は
事
前

の
調
整
が
必
要
で
す

●
必
要
な
も
の　

印
か
ん
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
補
装

具
費
再
支
給
の
場
合
は
前

回
支
給
の
補
装
具
、
補
装

具
修
理
の
場
合
は
修
理
が

必
要
な
補
装
具

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
で

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30

24
31 25 26 27 28 29

Calendar
2015 ８

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

相
談
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西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

８
月
10
日
（
月
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
25
日
（
火
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

消
防
吏
員
採
用
試
験

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
で
は
、
次
の
と

お
り
平
成
27
年
度
消
防
吏
員

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

10
月
18
日
（
日
）

午
前
９
時
40
分
か
ら
（
受

付
は
午
前
９
時
か
ら
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
鞍
手

竜
徳
高
等
学
校
（
宮
若
市

龍
徳
１
６
１
番
地
）

●
募
集
職
種　

消
防
吏
員
（
消

防
士
・
救
急
救
命
士
（
取

得
見
込
含
む
））

●
募
集
人
員　

４
人
程
度

●
受
験
資
格　

平
成
元
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
消
防
吏
員
と
し
て

任
務
遂
行
に
支
障
の
な
い

身
体
を
有
す
る
人

●
願
書
配
布
期
間　

８
月
１

日
（
土
）
か
ら
直
方
・
鞍
手

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

消
防
本
部
総
務
課
、
宮
田

消
防
署
鞍
手
出
張
所
な
ど

で
配
布
し
ま
す

●
申
込
期
間　

８
月
10
日

（
月
）
か
ら
９
月
11
日
（
金
）

ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）。

時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

た
だ
し
、
郵
送
で
の
申
し

込
み
は
９
月
４
日
（
金
）

ま
で
（
消
印
有
効
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
総

務
課
☎
３
２
局
１
１
３
６

番
ま
で

自
衛
官
採
用
試
験

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
自
衛
官
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

▽
一
般
曹
候
補

生
、自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

＝
９
月
19
日
（
土
）
▽
自

衛
官
候
補
生
（
女
子
）
＝

９
月
27
日（
日
）、28
日（
月
）

▽
航
空
学
生
（
男
女
）
＝

９
月
23
日
（
水
・
祝
）

●
受
験
資
格　

▽
一
般
曹
候

補
生
・
自
衛
官
候
補
生
（
男

女
）
＝
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人
▽
航
空
学
生
（
男

女
）
＝
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
（
見
込
み
を
含
む
）

21
歳
未
満
の
人

●
受
付
期
間　

８
月
１
日

（
土
）
か
ら
９
月
８
日
（
火
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

試
験
の
内

容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

４
８
４
７
番
ま
で

福
岡
県
海
外
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

一
般
財
団
法
人
福
岡
県
遺

族
連
合
会
で
は
、
先
の
大
戦

に
お
け
る
海
外
で
の
福
岡
県

出
身
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊

巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
及
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

お
い
て
戦
没
さ
れ
た
福
岡

県
出
身
の
軍
人
、
軍
属
ま

た
は
準
軍
属
の
遺
族

●
と
き　

▽
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
＝
10
月
１
日
（
木
）
か

ら
６
日
（
火
）
ま
で
▽
ミ
ャ

ン
マ
ー
＝
10
月
15
日
（
木
）

か
ら
21
日
（
水
）
ま
で

●
募
集
人
員　

各
15
人
予
定

●
申
込
期
限　

▽
東
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
＝
８
月
10
日

（
月
）
▽
ミ
ャ
ン
マ
ー
＝
８

月
28
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

一
般
財
団
法
人
福
岡
県
遺

族
連
合
会
☎
（
０
９
２
）
７

６
１
局
０
０
１
２
番
ま
で

障
が
い
者
の

職
業
訓
練
生
募
集

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
28
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
製
図
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設

計
科
、
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
、

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
福
祉
住

環
境
科
、
各
20
人

●
訓
練
期
間　

１
年
間（
プ
ロ

グ
ラ
ム
設
計
科
は
２
年
間
）

●
応
募
資
格　

平
成
28
年
３

月
に
高
等
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
等
を
卒
業
見
込

み
（
平
成
27
年
９
月
卒
業

含
む
）
で
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
取
得
し
て

い
る
人
及
び
取
得
可
能
な

人
。
精
神
障
害
を
持
つ
人

で
、
統
合
失
調
症
、
そ
う

う
つ
病
、
て
ん
か
ん
の
い

ず
れ
か
の
診
断
を
受
け
て

お
り
、
主
治
医
の
意
見
書

の
写
し
を
提
出
で
き
る
人

●
申
込
期
間　

８
月
３
日

（
月
）
か
ら
10
月
１
日
（
木
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

応
募
方
法

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
福
岡

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
（
０
９
３
）
７
４
１
局
５

４
３
１
番
ま
で

飲
酒
運
転
撲
滅
週
間

８
月
25
日
か
ら
31
日
は
飲

酒
運
転
撲
滅
週
間
で
す
。
社

会
全
体
で
飲
酒
運
転
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い

環
境
作
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

撲
滅
へ
の

取
り
組
み
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
福
岡
県
新
社
会
推

進
部
生
活
安
全
課
☎
（
０

９
２
）
６
４
３
局
３
１
６

７
番
ま
で

お盆は
ごみとし尿の
収集日が
変わります

８月 13 日（木）から 15 日（土）ま
でのお盆の期間は、ごみとし尿の収集
日が次のとおり変更になります。
●固形燃料用（燃える）ごみ　▷月曜・

木曜の収集地区＝８月13日（木）は
収集を休みます▷火曜・金曜の収集地
区＝８月14日（金）は収集を休みます

●粗大ごみ・燃えないごみ　全地区変更
ありません

●ペットボトル　▷剣地区＝ 15 日（土）
の収集を 22 日（土）に変更します

●し尿　▷剣・古月・西川地区＝８月 13
日（木）から 15 日（土）までの３日
間はくみ取りを休みます。

　▷剣・古月地区＝タケマツ環境　　　
☎４２局４９１１番

　▷西川地区＝深草環境サービス　　
☎４２局０７１７番

●問い合わせ　役場農政環境課生活環
境係まで

募
集

試
験

お
知

ら
せ



お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟
（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
８
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

３
日
（
月
）、
10

日
（
月
）、
16
日
（
日
）、

17
日
（
月
）、
24
日
（
月
）、

31
日
（
月
）
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
国
保
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

●�

問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

20
年
８
月
２
日
か
ら
９
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に
国

民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者

証
を
次
の
と
お
り
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者
証

が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳
の

誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が
誕
生

日
の
人
は
そ
の
月
）か
ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

８
月
27
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
国
保
年
金
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
９
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
15
年
９
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
８
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
、

重
度
障
害
者
医
療
、

乳
幼
児
等
医
療
の

更
新
・
申
請
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

現
在
使
用
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
証
及
び
重

度
障
害
者
医
療
証
の
有
効
期

限
は
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
使
用

す
る
た
め
に
は
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
乳
幼

児
等
医
療
に
つ
い
て
は
10
月

１
日
か
ら
の
助
成
拡
大
に
伴

い
、
新
た
に
資
格
認
定
の
申

請
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

対
象
と
な
る
人
に
は
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
（
乳
幼
児
等

医
療
認
定
申
請
書
は
未
就
学

児
に
は
郵
送
、
小
学
生
に
は

学
校
で
配
布
し
て
い
ま
す
）。

●
と
き　

▽
重
度
障
害
者
医

療
更
新
、
乳
幼
児
等
医
療

申
請
期
限
＝
８
月
28
日

（
金
）
▽
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
更
新
期
間
＝
８
月
３

日
（
月
）
か
ら
28
日
（
金
）

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
。
た
だ
し

木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
公
費
医
療
係

●
必
要
な
も
の　

申
請
書
と

同
封
の
通
知
書
に
記
載

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で
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お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

忘
れ
な
い
で
ね

現
況
届
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

出
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
引
き
続
き
受
け
る

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
、
年

に
一
度
確
か
め
る
も
の
で
す
。

届
け
出
を
し
な
い
と
、
資
格

が
あ
っ
て
も
８
月
以
降
の
支

払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
現

況
届
の
必
要
な
人
は
役
場
か

ら
通
知
し
ま
す
。

●
現
況
届
受
付
期
間　

▽
児

童
扶
養
手
当
＝
８
月
３
日

（
月
）
か
ら
８
月
31
日
（
月
）

ま
で
▽
特
別
児
童
扶
養
手

当
＝
８
月
11
日
（
火
）
か

ら
９
月
10
日
（
木
）
ま
で

●
届
出
・
問
い
合
わ
せ　

詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

９
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
25
年
９
月
２
日
か
ら
10

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

８
月
26
日

（
水
）、
27
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

医
療
講
演
会

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福

岡
県
支
部
筑
豊
分
会
で
は
、

社
会
適
応
訓
練
の
た
め
、
人

工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を
持
つ

人
と
そ
の
家
族
な
ど
を
対
象

に
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
６
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

サ
ン
・
ア
ビ
リ

テ
ィ
ー
ズ
い
い
づ
か
（
飯
塚

市
柏
の
森
９
５
６
番
地
４
）

●
演
題　

社
会
保
障
制
度
を

ど
う
活
用
す
る
か

●
問
い
合
わ
せ　

日
本
オ
ス

ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部

筑
豊
分
会
☎
（
０
９
０
）
３

０
７
５
局
９
５
３
５
番
ま
で

定
住
促
進
奨
励
金
の

手
続
き
は
お
早
め
に
！

交
付
申
請
の
受
付
が

始
ま
り
ま
し
た

鞍
手
町
で
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
町
内
に
住
宅
を
取
得

し
て
定
住
す
る
人
に
、
定
住

促
進
奨
励
金
を
10
年
間
交
付

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
申
請
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。
対
象
と

な
る
場
合
は
忘
れ
ず
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　
８
月
３
日（
月
）

か
ら
11
月
２
日
（
月
）
ま

で
（
土
・
日
・
祝
日
は
除

く
）。
時
間
は
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
。
た
だ
し
木
曜
日
は
午

後
７
時
ま
で

●
申
請
書
類　

①
鞍
手
町
定

住
促
進
奨
励
金
交
付
申
請

書
②
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
関
す
る
同
意
書
兼
宣
誓

書
③
登
記
事
項
証
明
書
④

住
宅
の
平
面
図
。
２
年
目

以
降
の
申
請
書
類
は
①
②

の
み
と
な
り
ま
す

　

※�

こ
れ
ら
以
外
に
も
提
出

を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

●
申
請
書
類
の
配
布　

申
請

書
類
①
②
は
、
役
場
地
域

振
興
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
③
④
は
申
請

者
が
準
備
し
て
く
だ
さ
い

●
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域
振
興
課
ま
ち
づ

く
り
係
ま
で

５
年
に
１
度
の

重
大
な
調
査

今
年
は

国
勢
調
査
の
年
で
す

10
月
１
日
は
、
全
国
一
斉

に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
、

国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査

で
、
国
内
の
人
口
や
世
帯
な

ど
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
正

９
年
の
第
１
回
調
査
以
来
ほ

ぼ
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
今
年

で
20
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
福
祉
や
雇
用
、

住
宅
対
策
な
ど
、
国
や
都
道

府
県
、
市
町
村
が
こ
れ
か
ら

の
行
政
を
考
え
て
い
く
大
切

な
資
料
と
な
り
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
様
々
な
分
野
で
生

か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

町
内
で
は
、
９
月
か
ら
調

査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※�

調
査
員
は
、
必
ず
顔
写
真

付
き
の
調
査
員
証
を
身
に

着
け
て
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策

推
進
課
政
策
係
ま
で

13−2015.８

くらしの情報

永谷万年願盆綱
●とき　８月 14日（金）▷子ども綱＝午後８
時30分から▷本綱＝午後10時 30分から

●ところ　真教寺下永谷街道

永谷万年願盆綱
実行委員会では、
綱の引き出しに力
を貸してくれるガ
ッツと体力のある
若者を探していま
す。故郷鞍手町の
伝統を守るため、
皆さんの力を貸し
てください。

　希望する人は、
麻生和明さん（永
谷区長）☎４２局
１９０４番までご
連絡ください。

求
む
。
綱
引
人

綱で受け継がれた三百六十年の伝統

協賛広告を募集します
　元気まつりの趣旨にご賛同いただける企業、
事業所を次のとおり募集します。ご応募お待ち
しています。
●申込期限　９月４日（金）
●協賛金額　１枠 5,000 円（縦３㎝×横５㎝・
単色）

●広告　元気まつりチラシに掲載

●とき　10月 25日（日）午前９時30分から
●ところ　鞍手町文化体育総合施設内

出店希望者を募集します

　出店は、町内の団体やグループに限られます。
●申込期限　９月４日（金）。応募多数の場合
は抽選で決定

●出店料（予定）　１店舗 10,000 円（テントリー
ス代金など）。ただし、社会福祉法人などは
減額になる場合があります。また、飲食物を
販売する場合は、臨時食品営業許可申請のた
め別途手数料が必要です

●申し込み・問い合わせ　くらて元気まつり
実行委員会事務局（役場地域振興課）まで

2015 くらて



遠
賀
川
が
泣
い
て
い
ま
す

不
法
投
棄
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

遠
賀
川
河
川
事
務
所
で
は
、

福
岡
県
や
流
域
市
町
村
・
警

察
と
連
携
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
不
法

投
棄
の
監
視
、
一
斉
清
掃
活

動
等
に
よ
る
ゴ
ミ
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
遠
賀
川
流
域
の
河
川
に

捨
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
は
依
然
と

し
て
多
く
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ

が
洪
水
時
に
一
斉
に
下
流
に

流
れ
河
川
や
海
の
環
境
、
水

質
を
悪
化
さ
せ
、場
合
に
よ
っ

て
は
地
域
を
水
害
か
ら
守
る

水
門
や
せ
き
・
排
水
機
場
等

の
操
作
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
遠

賀
川
流
域
の
良
好
な
河
川
環

境
を
保
持
す
る
た
め
、
ご
み

の
不
法
投
棄
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

遠
賀
川
河

川
事
務
所
河
川
環
境
課
☎

２
２
局
１
８
３
０
番
ま
で

高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

鞍
手
町
で
は
、
緊
急
時
や

災
害
時
な
ど
の
支
援
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦

の
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
を
民
生
委
員
が
訪
問
し
、

世
帯
の
状
況
な
ど
を
聞
き
取

り
調
査
し
ま
す
。

民
生
委
員
は
身
分
証
を
携

帯
し
て
お
り
、
登
録
手
数
料

や
金
品
の
請
求
を
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

聞
き
取
り
し
た
内
容
は
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
、

緊
急
時
・
災
害
時
救
護
活
動

及
び
更
新
調
査
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
民
生

委
員
が
お
伺
い
し
た
と
き
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者　

①
60
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
②
高
齢
者
夫
婦
（
夫

65
歳
以
上
・
妻
60
歳
以
上
）

の
み
の
世
帯
③
そ
の
他
高

齢
者
の
み
の
世
帯
④
民
生

委
員
が
対
象
者
と
し
て
適

当
と
判
断
す
る
世
帯

●
訪
問
期
間　

８
月
１
日

（
土
）
か
ら
11
月
末
ま
で

●
調
査
内
容　

現
在
の
世
帯

状
況
や
緊
急
連
絡
先

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

役
場
職
員
を
装
う

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

役
場
上
下
水
道
課
職
員
や

委
託
業
者
を
装
っ
て
水
質
検

査
を
行
い
、
水
道
管
が
古
い
、

水
質
が
悪
い
な
ど
と
し
て
浄

水
器
を
買
わ
せ
よ
う
と
す
る

業
者
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
話
で
役
場
職
員
を

か
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

と
し
て
住
所
、
氏
名
、
年
齢

等
を
聞
き
取
る
業
者
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

役
場
上
下
水
道
課
で
は
、

浄
水
器
の
購
入
を
勧
め
る
こ

と
や
電
話
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
委
託
業
者
へ
の
依
頼

も
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ

れ
ら
の
訪
問
販
売
や
電
話
に

は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下

水
道
課
ま
で

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ
内

は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ【
香
典

返
し
】

▽
木
村
み
つ
こ
様
＝
八
尋（
清

人
）
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くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【６月中】 【累　計】
件 数 9件（－11） 件 数 247 件（＋ 1）

死 者 00人（±10） 死 者 221人（±10）

傷 者 9 人（－ 5） 傷 者 61 人（－ 3）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【６月中】 【累 計】

刑法犯総数 116 件（－ 7） 刑法犯総数 622 件（＋ 24）

車上ねらい 5 件（－10） 車上ねらい 63 件（－ 4）

自転車盗難 13 件（＋ 2） 自転車盗難 66 件（± 0）

空き巣 4 件（－ 9） 空き巣 26 件（－ 15）

生活安全課からのお知らせ

　

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

●問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

中央公民館内の母と子の図書室
で、子どもを対象としたお話の会
を行います。親子で聞きに来てみ
ませんか。
●とき　８月８日（土）午前10時
から

●ところ　中央公民館（母と子の
図書室）

●問い合わせ　中央公民館まで

子どもの
お話の会

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

● 8 月 13 日（木）くらて病院（城ヶ崎）
☎４２局１２３１番

● 8 月 16 日（日）原医院（新北）
☎４３局２０３０番

休日
在宅医

（かっこ内は前年比）

● とき　８月 12 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

愛の
贈

り
も
の

電話でお金はすべて詐欺！

すぐに相談・１１０番！

家族の絆・地域の力・ひと声かけて被害ゼロ。
○普段から家族と連絡を取り合って、突然の電話
　にだまされないようにしましょう。
○地域のお年寄りに気を配り、社会全体でニセ電
　話詐欺被害を防止しましょう。

ニセ電話詐欺急増中！
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広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●町の人口・６月の人の動き

平成 27 年８月号  No.668

・人口　16,769 人
・男性　 7,962 人
・女性　 8,807 人
・世帯数  7,575 世帯

（平成 27 年６月 30 日現在）

・出生  5 人
・死亡  24 人
・転入  40 人
・転出    50 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

８月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、10ページ参照）

7 金 補聴器相談（役場：13時～14時、10ページ参照）

８ 土 子どものお話の会（中央公民館：10時～、14ページ参照）

９ 日

10 月 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、11ページ参照）

11 火 ４か月健診（福祉センター、８ページ参照）

12 水

13 木

14 金 永谷万年願盆綱（真教寺下永谷街道：20時 30分～、13ページ参照）

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木 ７か月、12か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、10ページ参照）

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火
町県民税（第２期分）、国民健康保険税（第３期分）、
後期高齢者医療（第２期分）納期限（10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、10ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、11ページ参照）

26 水
乳幼児相談（福祉センター、８ページ参照）
認知症についての勉強会（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、10ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、13ページ参照）

27 木
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、10ページ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～、12ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、13ページ参照）

28 金

29 土

30 日 子どもフェスタくらて2015（中央公民館：９時～14時、４ペー
ジ参照）

31 月 個人事業税納期限（10ページ参照）

【ねばねばそば】　１人当たりの栄養価　384kcal

　

【焼きさばのごまみそだれ】　１人当たりの栄養価　206kcal

テーマ
「認知症を予防する!!」

■材料（６人分）
そば［乾麺］（450g）、なめこ（150g）、オクラ（150g）、
塩（適宜）、大根（600g）、ひきわり納豆（150g）、【Ａ…
だし（300cc）、しょうゆ（大さじ６）、みりん（大さじ 4.5）】、
小ねぎ（30g）、いりごま（大さじ１）、刻みのり（３g）
■作り方
① 小なべに【Ａ】を入れてひと煮立ちさせる。あら熱がと

れたら冷蔵庫で冷やす。
② なめこはさっと茹で、ざるにあげて湯を切る。オクラは塩

を適量ふって板ずりをし、さっと茹でて冷水にとり、水け
をきって小口切りにする。大根はすりおろし、汁けをきる。

③ そばを好みの硬さになるまで茹で、冷
水にとってぬめりを洗い、水けを切る。

④ 器にそばを盛り、②と納豆を混ぜ合わ
せてのせ、小ねぎの小口切りを散らし
て、ごまと刻みのりを散らす。①を全
体に混ぜ合わせて食べる。

■材料（６人分）
さば（６切れ）、塩（小さじ 1/3）、サラダ油（大さじ１）、カッ
トわかめ（10g）、水菜（150g）、【Ａ…水（300cc）、みそ（大
さじ３）、砂糖（大さじ３）、みりん（大さじ３）】、【Ｂ…片
栗粉（大さじ１）、水（大さじ２）】、すりごま［白］（大さじ６）
■作り方
① さばの切り身の皮に数本切り目を入れ、塩をする。
② わかめは水に浸してもどしておく。水菜は３cm 幅に切

り、鍋に湯を沸かしてさっと茹でる。わかめと水菜の
水けを切って合わせておく。

③ フライパンにサラダ油を熱してさばを皮目から中火で
２～３分焼き、裏返して火を弱め、
中まで火を通す。

④ 器に②を敷き、焼きさばを盛る。
⑤ 鍋に【Ａ】を入れて、弱めの中火で少

し煮詰め、【Ｂ】でとろみをつけて火を
消し、ごまを加え混ぜ、さばにかける。

認知症予防の基本は…
●青背魚、大豆、牛乳を摂る�
　抗酸化ビタミンを多く含む緑黄色野菜（人参、ほうれん草など）

を組み合わせて食べるとより効果的。
●食事や睡眠を規則正しく�
　１日３食きちんと食べ、食事や睡眠を規則正しくとること。
●料理で脳を活性化�
　脳のトレーニングには五感を働かせる作業「料理作り」がおすすめ。


